












ＢＣＰの完全な盲点：
「清掃」は単なる後片付けではなく、
すべての復旧作業（業者の修理
等）の大前提。

過酷な現実：
悪臭と猛暑の中、ズッボッと足がは
まる汚泥。 体力の配分も分からず、
何度も倒れそうになる社員たち。

不可欠なインフラ：
水道が使えない中での汚泥洗浄、
そして膨大なゴミの分別指示。 泥
を制さなければ、前へは進めない。



０１ペース配分と安全確保
無休・１８時終業・交代制。
持続可能な復旧体制を構築

０２清掃（泥の掻き出し）の
絶対的優先

業者の修理作業を妨げない環境作り。

０３感謝の徹底
ボランティアや修理業者へ深く
感謝し、共に作業に取り組む。

０４顧客への誠実な対応
受注品をリストアップし、協力企業の
応援（田名部製作所、シンエイメタルテック、
ユーアイ技研、三松、三和金属）によって迷惑
を最小限に抑える





「被害額４～6億円、会社存続の危
機」というデマが拡散。
社員のモチベーション低下の要因に。







泥濘（ぬかるみ）から奇跡へ
早期復旧に導いた『ボランティアの力』

絶望的な泥の海の中で、
皆様が流してくださった汗と、差し伸べてくれた手。
自らの仕事もある中、遠方より駆けつけ、
泥まみれになりながら道具や知恵、
そして重機までも提供していただきました。
『早期復旧』。それは、
決して自社の力だけで成し遂げたものではありません。
炎天下のぬかるみの中で、
皆様と共に戦ったあの時間がなければ、
今日の株式会社ヤスナガは存在しません。
また、ボランティアとして手伝ってくれた
九州シートメタル工業会の皆様は単なる同業者では
なく、私たちの会社を救ってくれた恩人であり、
かけがえのない「戦友」です。
心より感謝申し上げます。





真の危機管理とは：安永社長からのメッセージ

「緊急時に『ああでもない、こうでもない』と
方法論を議論していては、復旧は不可能です。」

「もっとも大事なのは、方法論ではなく、
『何とかしなくてはいけない』と
いう気持ちを持ち続けることです。」

「平常時にできないことは、緊急時にも絶対にできません。
いざとなればできる、は幻想です。 毎日の積み重ねだけが、
災害時の答えとなって返ってきます。」

本日はご清聴ありがとうございました。私たちの経験、後悔、そして反省が、皆様の真のＢＣＰ策定の一助になれば幸いです。


